
ホ
ク
l

ホ
シ

四
仰
を
潤
い
て
之
に
併
合
し
た
。
元
正
天
弘
義
老
二

年
五
且
越
前
か
ら
能
回
日
を
別
ち
、
製
武
天
um-大
卒
十

三
年
十
二
且
能
E
R
を
越
中
に
併
せ
、
十
五
年
二
且
又

佐
渡
を
館
後
に
併
ゼ
て
官
凶
四
と
な
っ
た
が
、
品山千百間

エ
人

H
X
天
平
脱
出
H

四
年
佐
渡
を
復
的
銅
放
せ
し
め
、
天

平
貸
手
元
年
泊
月
能
慨
を
も
再
興
し
た
。
次
い
で
院

峨
天
忠
弘
仁
十
凶
作
十
三
且
越
前
か
ら
加
到
を
淵
く
に

及
ん
で
、
北
陸
滋
初
め
て
七
同
と
な
っ
た
。
後
延
町丹

の
民
部
省
式
に
よ
っ
て
、
若
狭
を
近
閥
、
越
前
・加

到
・
能
殺
・
紬
巾
を
中
川
、
越
後
・
佐
践
を
法
凶
と
定

め
ら
れ
た
。

ハ
ム
ハ
〉
越
前
・加
白
川
の
沼
山
附
1
越
市
・加
れ
の
附
界
に

於
い
て
、
地
勢
の
放
も
苧
坦
で
行
政
を
妨
げ
ぬ
も
の

は
、
越
前
二
而
か
ら
北
潟
の
北
伊
に
沿
ひ
、
大
山
市
寺

川
の
挺
泌
を
迎
。
、
儒
右
の
務
部
訴
を
純
て
、大
地

寺
町
に
出
る
綜
で
あ
る
。
故
に
王
籾
時
代
に
於
い
て

は
、
腕
慨
を
こ
L
に
選
ん
で
ゐ
る
o
し
か
し
航
維
の

甚
だ
し
く
迂
誠
一
な
る
に
位
へ
ず
、
中
頃
金
出
・
釧
白

木
・備
の
線
を
採
る
に
日
怒
り
、羽
釘
氏
と
一
向
一
回
目
じ

の
交
容
は
多
く
こ
の
附
界
に
於
い
て
行
付
れ
た
が
、

明
治
時
代
に
入
。
、一向
ひ
雨
明
出
し
て
山
刷
を
突
似
L
、

午
，
谷
田熊
坂
闘
を
泊
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

へ七
U

加
到
附
内
の
終
池
山
間

l
古
へ
の
北
陸
継
は
期

日
市
篠
阪
を
鋭
、
柴
山・
今
江
の
削
潟
と
日
本
海
と
の

聞
を
地
ぎ
て
安
宅
に
入
っ
た
。
然
る
に
砂

E
辿
〈
辿

っ
て
行
歩
容
易
な
ら
ず
、
怒
抑
制
脚
下
を
洗
ひ
、
玄
冬

の
朔
風
特
に
供
へ
雛
き
も
の
あ
っ
た
か
ら
、
政
符
漸

く
よ
官
生
か
ら
湖
諒
に
出
ず
し
て
、
柴
山
掲
の
一
以
内
停
を

泌
ぐ
る
に
十
世
ふ
り
、
北
隣
地
伐
に
一
一
越
し
た
。
般
に
一
柿

政
時
代
の
出
限
道
は
、
江
抑
制
柑
儲
・
大山一一寺
・
Lhw生
・

放
地
・作
見
八
日
市
・励
続
・
高
原
・
且
棒
、
能
美
部

今
江
・小
松
・
寺
訓
・川端位
、石
川
却
水
品
・源
兵
衛
ぬ
・

一卜
柏
野
・荒
屋
紺
野
・
松
任
・
野
々
一
山・
決
・
金制作
、
河

北
市
山
上
柳
級
・
百
坂
・森
下
二
日
耐
・刺
屋
町
・太

川

雨
巾
係
・
北
巾
傑
・川
伸
縮
竹
俄
・供
利
伽
山
叫
を
迎

じ
、
越
即
附
界
か
ら
組
中
凶
界
ま
で
」
i

入
堅
三
十
一
出

川
と
釘
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。

ホ
ヲ
ロ
ヲ
ド
ウ
チ
ユ
ウ
キ
北
陸
道
中
記

」

ド

ウ
テ
イ
キ
道
棋
記
。

ホ
タ
ロ
ヲ
ド
ウ
ヌ
キ
ガ
キ
北
陸
遁
抜
書

江

沼

志
一
制
の
中
に
こ
の
沼
を
引
用
し
て
あ
る
が
、
現
存
す

る
か
否
か
は
狩
か
で
な
い
。

ホ
ケ
キ
ヨ
ウ

法
華
経
羽
咋
郎
妙
成
寺
に
法
事

終
入
容
の
版
木
全
部
を
縦
し
、
そ
の
怨
末
に
は
『
館

永

H
二
年
三
且
日
剛
人
得
制
沙
問
湘
武
光
』
と
刻
せ
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
依
っ
て
刷
成
せ
ら
れ
た
も
の

は
米
だ
夜
見
L
得
ぬ
。
同
寺
に
は
X
法
務
総
の
桂
子

本
を
有
七
、
そ
の
末
に
『
於
=
能
州
珠
A

祁
吠
木
山
法

佐
寺
-
有
=
此
板
↓
正
長
元
年
戊
申
入
且
日
。
拘
逃
阪

士山
市
石
附
川
間
灯
間
以
玄
。
』
と
刻
せ
ら
れ
、
そ
の
腕
政
者

『剛
山
安
楽
寺
活
躍
』
の
名
が
塁
暫
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
と
同
腕
な
る
は
岡
山
正
問
先
院
に
も
椛
せ
ら
れ

る
。
前
記
巾
郎
、
一
氷
の
も
の
は
、
刀
法
刺
殺
全
く
間
金

版
の
仰
が
あ
る
が
、
子止
長
の
も
の
は
手
間
務
持
頗
る

抗
野
版
に
航
す
る
。

ホ
ケ
キ
ヨ
ウ
生
ロ
ウ

法
華
経
太
郎

骨
組
早
分
脈

に
、『
多
聞
揃
仲
孫
加
到
守
相
応
川
町
=
荒
加
賀
…
共
子
陸

拠
守
駅
佼
0
1
(
子
法
滞
終
太
郎
以
風
。
陽
明
院
判
官

代
従
五
付
下
。
住
=
到
州
↓
天
下
武
田
国
名
器
。
』
と
見

え
、
郡
平
大
系
闘
に
は
、『
制
風
。

加
知
凶
雨
英
田
保

即
位
。
凱
=
法
一
単
純
太
郎
一
』
と
あ
る
o

ホ

ゴ

保

古

わ

石

川
郡
大
野
庄
に
臨
す
る
部

古
川
。

ホ
ゴ
ガ
キ

保
古
格

日

石
川
郡
保
古
に
産

す
る
協
同
引
で
あ
る
。
柔
か
に
熟
し
た
る
を
待
っ
て
食

」
。
放
に
金
問
で
は
プ
プ
の
約
を
瑚
ぷ
酬
の
窓
味
に
併

し
て
ゐ
る
。

ホ
ゴ
ノ
ウ
ラ
ガ
キ
友
故
裏
書
一
加
。
江
抑
制叩

間
山
町
村
光
教
寺
の
問
問
調
柏
町
出
訴
の
誌
で
、
源
空
以
来

本
願
寺
山
出
如
に
主
る
阪
間
の
沿
革
、
本
支
の
山
脈
、

諸
寺
の
同
絡
等
を
記
し
、
中
に
も
恕
如
・W
M
如
・諮
如
・

山
剖
如
四
代
に
就
い
て
詳
し
い
。
永
椴
十
一
年
六
且
イ

本

ゴ

hv

，

八
日
の
肢
が
あ
る
。
木
市
聞
は
県
宗
束
振
で
は
反
古
裂

と
い
ひ
、坊
聞
の
刊
本
で
は
民
宗
相
承
記
と
凶
す
る
。

ボ
ザ
ツ
イ
シ
菩
薩
石

際
労
関
山
の
本
草
網
目

附皆川岸に
、『
能
州
瓜
『
主
制
州
諸
磁
谷
に
方
言
宮
山
腕
石
と
い

ふ
も
の
あ
0
0
色
白
に
し
て
堅
吉
石
の
中
に、

大
小

知
り
て
併
の
法
衣
を
省
た
る
形
に
な
り
た
り
0
』
と

あ
る
が
、
能
E
R
に
帯
一
能
谷
の
地
名
は
な
い
。
珠
洲
却

に
産
す
ろ
例
体
石
の
こ
と
だ
ら
う
。

ホ
サ
ン
ゲ
ン
リ
ュ
ウ

保
餐
元
陸

金
制
仰
天
徳
院

十
七
代
の
位
待
。
文
化
入
年
一
且
廿
五
日
詔
州
問
畠

隠
に
於
い
て
寂
し
た
。
齢
五
十
抗。

ホ
シ
ア
ハ
ピ
乾
飽

J
ノ
シ
ア
ハ
ピ
挺
斗
飽
。

ホ
シ
ア
ミ
シ
ユ
ウ
午
網

集

一

般
。
金
持
の
側

λ
句
空
編
。
京
引
筒
屋
庄
兵
衛
・金
担
仲
三
筒
陸
一
出
郎
兵

衛
板
。
元
職
十
四
年
十
一

且
十
一
日
句
空
の
夢
に
芭

即
日
の
簸
が
到
れ
て
、『
干
剥
に
も
の
な
い
は
せ
そ
喝
〈

千
品
』
と
吟
じ
た
の
を
記
念
す
る
お
に
若
し
た
も
の

で
、
認
門
誌
家
及
び
金
搬
出
一
申
ーの
句
を
鎮
め
、
谷
末

に
句
空
の
大
岩
山
紀
行

・
山
中
協
泉
入
場
記
を
附
蹴

す
る
。
若
者
の
序
文
は
貸
永
叩
巾
秩
九
且
加
防
卯
辰

山
下
柳
陰
誰
に
記
之
と
し
、
訟
は
秩
の
妨
で
あ
る
。

ホ

シ

カ

干
鰯

J
ク
ソ
そ
ノ
尿
物
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
襲
烏
一

名
〆
ケ
ガ
ラ
ス

・
ハタ

サ

γ
ギ
ヤ
ズ

・
シ
マ
ガ
ラ
λ

・制
定
鳥
。
カ
ケ
ス
に
似

た
鳥
類
で
、
白
山
に
於
い
て
は
ハ
ヒ
マ
ツ
椛
に
加
盟
息

し
、
常
に
そ
の
制
由
来
を
結
上
に
辺
ぴ
、
話
子
を
啄
食

す
る
。
凱
一向
・後間四
・
背
・
尾
初
等
に
白
斑
あ
ろ
を
以

4 

七
五
二

て
名
を
得
る
。

ホ
シ
ト

星
戸

江
訓
郡
西
日
の
内
の
小
字
。

ホ
シ
ノ
ソ
ウ
イ
星
野
宗

以

山
域
宇
治
の
茶
剛
、

組
先
を
政
左
衛
門
と
い
ひ
、
初
め
て
茶
を
製
し
、
剃

髪
し
て
宗
以
と
慨
し、

前

m利
家
か
ら
用
命
を
制
作
し

た
。
子
係
附
士
ぞ
の
取
を
波
ぐ
。

ホ
シ
J
h
F
カ
ク
ロ
ウ
星
野一品
九
郎

初

名
削
版
。

天
明
元
年
父
市
郎
太
夫
の
治
跡
四
十
侠
を
裂
い
で
、

御
歩
加
倒
。
町
内
来
と
な
り
、
三
年
十
四
山
を
加
へ
、
近
年

新
知
八
十
石
を
得
て
組
外
御
返
朝
日
番
に
列
し
、
六
年

夏
に
五
十
石
を
加
へ
ら
れ
た
が
、
同
日
叩
四
且
役
仕
闘
を

除
き
山
門
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
年
五
月
山
刊
記
、
見
政
三

年
十一

H
=一十
石
を
減
じ
て
謡
返
し
た
。
子
孫
川
ペ

務
に
付
へ
る
。

h
w
コ

ホ
シ
ハ
チ
メ
干
は
ち
め

は
ち
め
は
笠
子
の
方

言
で
あ
る
。
珠
洲
刈
西
海
岸
で
は
続
出
と
し
た
は
ち

め
を
四
五
階
均
一
辿
と
し
て
乾
し
、
そ
れ
を
カ
ケ
ガ

ラ
Y
と
名
づ
け
る
。
こ
の
は
ら
め
は
陰
Mm
三
月
か
ら

一
点
且
に
山
中
ふ
る
ま
で
に
漁
鑑
し
た
も
の
を
則
魚
で
印
刷
制

君
、
そ
の
桟
併
を
干
す
も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
シ
マ
ツ
リ
星
祭

羽
咋
測
地
方
の
日
謹
宗
佑

は
、
一一一
H
A
十
抗
日
寺
院
に
京
っ
て
術
似
に
山
市
年
の
型

お
り
を
附
き
、
述
勢
の
山
田
い
も
の
は
厄
除
の
一
前
磁
を

求
め
る
。
そ
れ
を
思
祭
と
名
づ
け
ろ
。

ホ
シ
マ
ツ
リ
星
祭

l
v
タ
ナ
バ
タ
七
夕
。

ホ
ジ
エ
イ
ン
保
蕩
院
加
到
務
中
心
第
五
代
前
凶

綱
紀
の
側
室
怜
川
氏
の
法
鋭

O
Rし
〈
は
保
信
院
凶

光
明
間
山
大
跡
。

ホ
ジ
ユ
ン
セ
キ
テ
ン
補
準
右
天

石
川
彬
大
来

寺
五
十
入
代
の
住
持
。
伊
勢
の
入
。
抱
政
六
担

問
一本

し
、
文
化
十
四
年
大
来
寺
天
加
が
沼
恒
合
の
首
職
と

な
り
、
文
政
二
年
天
加
の
室
に
て
川
同
法
、
六
年
永
平

寺
に

m枇
し
、
同
年
長
州
縞
昌
寺
に
、
入
年
抽
出
州
飽

‘降、

.薗


